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１．検討条件 

  １．１ 風圧力 

   一般社団法人仮設工業会「風荷重に対する足場の安全技術指針」による。 

 

   Ｖｏ：基準風速 ２０㎧ 

（一般的には、市街地は１６㎧であるが、強風地の日本最大地域とする） 

   Ｋｅ：台風時割増係数 １．０～１．２で、１．２地域にて検討 

   ＳＳ：瞬間風速分布係数 １．６８（郊外・森において、地上高４５ｍ以下） 

   ＥＢ ：近接高層建設物による影響 １．２（近接して高層ビルがある地域） 

 

   なお本アルミ製朝顔は、軽量に作られていることにより、自重にたいしては、考慮しない。 

また、使用に当たって台風等の強風時は、上方に折り畳みロープにて建地にしっかり固定 

する事とし、なお強風が予想される時は解体・取り外す事とする。 

 

  １．２ 積雪時荷重 

   積雪条件 

   積雪は、２０００Ｎ／㎜
2
を最大として検討を行う。 

       

 

   積雪時の使用に対しては、雪下ろしを行う事、また検討以上の積雪が予想される場合は、 

上方に折り畳みロープにて建地に固定する事。 

 

 

材料の許容応力 

材料 
引張、圧縮、曲げ 

許容応力度（Ｎ／㎜
2
） 

せん断 

許容応力度（Ｎ／㎜
2
） 

設定基準 

アルミ押し出型材 

（Ａ６０６３Ｓ－Ｔ５） 

 

１０８ 

 

６２．２ 

日本建築学会ＪＡＳＳ１４カーテンウォール工

事 

日本建設学会アルミニウム合金建築構造 

設計施工基準案・同解説書 

スチール材 

（ＳＳ－４００） 
２３５ １３５．７ 

建設基準法施行令９０条 

建設省告示第１７９４号 

スチールボルト １７６ １３２ 日本建築学会鋼構造設計基準 

スチールリベット ９７ ５６ 日本建築学会鋼構造設計基準 
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２．アルミ朝顔使用姿図 
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３．風荷重 

  ３．１ 設計風力（Ｖｚ） 

Ｖｚ＝Ｖｏ・Ｋｅ・Ｓ・ＥＢ  （技術指針第２章３．２より） 

＝２０×１．２×１．６８×１．２ 

         ＝４８．３８㎧ 

 

      従って、設計用速度圧（ｑｚ）は、 

       ｑｚ＝
８

５
・Ｖｚ

2
 （技術指針第２章３．１より） 

         ＝
８

５
×４８．３８

2
 

         ＝１４６２．８９Ｎ／ｍ
2
 

 

      風力係数（Ｃ）は、朝顔の取付部位が足場材の外面に取り付ける事により、足場材のシー

ト及び足場であることより 

       Ｃ＝（０．１１＋０．０９γ＋０．９４５Ｃｏ・Ｒ）・Ｆ（技術指針第２章４．１より） 

        

Ｃ  ：足場の風力係数 

       γ  ：第２構面風力低減係数 γ＝１－φ＝１－０．７＝０．３ 

       φ  ：シート及びネットの充実率 φ＝０．７ 

Ｃ０：面の使用材により決定 φ＝０．７で、１．５７ 

       Ｒ  ：面の縦横比より ０．６ 

       Ｆ  ：足場設置位置による補正係数 １．２２ 

 

       Ｃ＝（０．１１＋０．０９×０．３＋０．９４５×１．５７×０．６）×１．２２ 

        ＝１．２５ 

       従って、風圧力（Ｐｗ）は、 

       Ｐｗ＝ｑｚ・Ｃ 

         ＝１４６２．８９×１．２５ 

         ＝１８２８．６１Ｎ／ｍ
2  

 

      風荷重は、仮設工業会防護棚の承認審査基準により 

       水平方向荷重は、Ｐｗ＝１８２８．６１Ｎ／ｍ
2
 

       吹上げ荷重は、Ｐ＝Ｐｗ／４ ＝ １８２８．６１／４ ＝ ４５７．１５Ｎ／ｍ
2
 

       にて検討する。 
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４．部材検討 

  ４．１ 風圧による荷重モデル 

ⅰ）水平方向荷重 

Ｐｗ＝１８２８．６１Ｎ／ｍ
2
 

全荷重 

 Ｐ₁ ＝Ａ１ ・Ｐｗ 

＝１．７７１×１．０２２×１８２８．６１ 

   ＝１．８１×１８２８．６１ 

   ＝３３０９．７８Ｎ 

 

 

 

 

 

 

   ⅱ）吹上げ荷重 

                      Ｐａ＝４５７．１５Ｎ／ｍ
2
 

全荷重 

 Ｐ₂ ＝Ａ２ ・Ｐｗ 

    ＝１．７７１×２．１×４５７．１５ 

    ＝３．７２×４５７．１５ 

    ＝１７００．６０Ｎ 

 

 

 

 

   ⅰ）ⅱ）の比較により、各部材の強度チェックはⅰ）にて行う。 

 

  ４．２ 姿図 
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  ４．３ 風圧による荷重状況 

 

ω₁ ＝ （Ｐ₁／２）／ｌ 

   ＝ （３３０９．７８／２）／２３３．２ 

   ＝ ７．１０Ｎ／㎝ 

 

 

 

 

 

 

 

  ４．４ 上枠 

ⅰ）上枠断面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       本製品は、本体部がシートと製作されており、シートの両側にＡｌ製丸パイプを持って構造 

    をしており、上・下枠については、風圧に対する荷重は受けない。 

 

 

  ４．５ 竪枠 

   ⅰ）竪枠断面 

断面性能 

Ａ材 ＩＸ  ＝ １７．５４㎝
4
 

   ＺＸ  ＝ ５．０２㎝
3
 

   Ａ  ＝ ３．７６㎝
2
 

Ｂ材 ＩＸ  ＝ ５．３０㎝
4
 

   ＺＸ  ＝ ２．４９㎝
3
 

   Ａ  ＝ ２．５５㎝
2
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ⅱ）風圧による荷重モデル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅲ）計算 

ＲＡ ＝ 
ω（ｌ

２
ーａ

２
）

２ｌ
  

＝ 
７．１０（１９３．２

２
４０

２
）

２・１９３．２
  

        ＝ 
７．１０・３５７２６．２４

２・１９３．２
＝６５６．４６Ｎ 

Ｘo＝ 
ｌ

２
ーａ

２

２ｌ
 ＝ 

１９３．２
２

ー４０
２

２・１９３．２
 

＝ ９２．４６㎝ 

Mmax ＝ ＲＡ ・Ｘo－
ω・Ｘ ２

２
 

   ＝ ６５６．４６・９２．４６－ 
７．１０・９２．４６

２

２
 

  ＝ ６０６９６．３３－３０３４８．４２ 

  ＝ ３０３４７．９０Ｎ㎝ 

 

   ⅳ）堅枠の応力 

   σmax＝
Z

maxM
 

     ＝
３０３４７．９０

５．０２＋２．４９
 

＝
３０３４７．９０

７．５１
 

＝４０４１．００Ｎ／㎝
2
＜ １０８００Ｎ／㎝

2
（Ａｌの許容応力） ＯＫ 
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４．６ 風圧による斜材受取付リベット 

斜材受取付はリベットを使用 

  ４．８φリベットの強度は 

            引張り５９８０Ｎ／１本 

            剪断４７３０Ｎ／1 本である。 

ⅰ）姿図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅱ）風圧による荷重モデル 

 

  Ａ＝１．７７１×２．３３２ 

   ＝４．１３ｍ
2  

  Ａ₁＝１．７７１×（０．４＋０．９６６） 

    ＝１．７７１×１．３６６  

    ＝２．４２ｍ
2  

 

 

 

 

    Ａ点にかかる荷重ＰＡは 

        ＰＡ＝Ｐ₁×
Ａ

１

Ａ
  

          ＝３３０９．７８×
２．４２

４．１３
 

          ＝１９３９．３９Ｎ 

 

    使用リベットは６本であるから全リベット耐力（ＰＬ）は 

        ＰＬ＝５９８０×６ 

          ＝３５８８０Ｎ＞１５５１．５１Ｎ         ＯＫ 
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４．７ 接点 

 

 

ⅰ）グラビディピン強度 

   １３φグラビティピンの断面積（ＡＧ）は 

   ＡG＝π(
φ

２
)２＝π(

１．３

２
)２ 

       ＝１．３３㎝
2  

   従って、グラビティピン１３φの剪断耐力（ＰＧ） 

     ＰＧ＝１．３３×１３５７０＝１８０１１．７６Ｎ＞１９３９．３９Ｎ ＯＫ 

 

 

ⅱ）金具強度 

   形状は 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

  上部金具はＳｔ３．２㎜の２枚、下部はＳｔ６㎜１枚であるから、下部にてチェックを行う。 

    剪断面積は（Ａｋ） 

     Ａｋ＝４．４×１．４１×０．６＝３．７３㎝
2
 

    金具の剪断耐力（ＰＧＺ）は 

     ＰＧＺ＝１３５７０×３．７３＝５０６１６．１Ｎ＞１９３９．３９Ｎ   ＯＫ 
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４．８ 斜材のＡｌ材 

ⅰ）Ａｌ材の形状 

 

 

 

上部（Ａ） 

ＡＡ＝２．４８㎝
2
 

 

下部（Ｂ） 

ＡＢ＝３．０４２㎝
2
 

 

 

 

ⅱ）各部材の応力 

上部Ａｌ材の応力（σＡ）は 

σＡ＝ ＝
１９３９．３９

２．４８
 

＝７８２．０１Ｎ／㎝
2
＜ １０８００Ｎ／㎝

2
（Ａｌの許容圧縮応力） ＯＫ 

下部Ａｌ材の応力（σＢ）は  

σＢ＝ ＝
１９３９．３９

３．０４２
 

        ＝６３７．５４Ｎ／㎝
2
＜ １０８００Ｎ／㎝

2
（Ａｌの許容圧縮応力） ＯＫ 

 

 

 

４．９ 上部クランプ部 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

    取付金具は、グラビティピン１３φと上記断面金具での取付となる。 
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ⅰ）風圧による荷重モデル 

   

 全面積 

   Ａ＝４．１３㎝
2
 

 

Ａ２＝１．７７１×０．９６６ 

    ＝１．７１㎝
2
 

 

 

 

Ｂ点にかかる荷重（ＰＢ）は 

       ＰＢ＝Ｐ１×
２

＝３３０９．７８×
１．７１

４．１３
＝１３７０．３９Ｎ 

 

ⅱ）グラビティピン強度は 

グラビティピン剪断耐力（ＰＧ）  Ａ＝πｒ
2
＝π・０．６５

2
＝１．３３㎝

2
 

   ＰＧ＝Ａ・１３５７０＝１８０１１．７６Ｎ＞１３７０．３９Ｎ    ＯＫ 

 

 

ⅲ）金具の剪断耐力 

剪断面積は（ＡＢ） 

   ＡＢ＝２．０×１．４１×０．６＝１．６４２㎝
2
 

金具の剪断耐力（ＰＧＺ）は 

   ＰＧＺ＝１３５７０×１．６９２＝２２９６０．４４Ｎ＞１３７０．３９Ｎ  ＯＫ 

 

ⅳ）溶接部強度 

 

金具の溶接部ⒶⒷではⒶ部の溶接長が短いので、Ⓐ部にてチェックを行う。 
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    のど厚は 

        
４．５

１．４１
＝３．１９㎜   

    ｌ寸法は 

        ３．８×２＋０．６×2＝８．８㎝ 

    溶接部面積（Ａ）は 

        Ａ＝０．３２×８．８＝２．８１６㎝
2
 

    溶接部の剪断耐力（Ｐ）は 

        Ｐ＝１３５７０×２．８１６＝２８２１３.１２Ｎ＞１３７０．３９Ｎ   ＯＫ 

 

 

 

 

５．積雪荷重 

５．１ 積雪による荷重モデル 

 

全荷重 

 Ｐ２＝Ａ２・２０００ 

   ＝１．７７１×２．０９５９９×２０００ 

   ＝３．７２×２０００ 

   ＝７４４０Ｎ 
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５．２ 姿図 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

５．３ 荷重状況 

   

ω＝
７４４０ /

２３３．２
  

＝１５．９５Ｎ／㎝ 

 

 

 

 

 

５．４ 計算 

Mmax ＝ ＲＡ ・Ｘo－
ω・ ２

２
 

   ＝ １４７４．７２・９２．４６－
１５．９５ × ９２．４６

２

２
 

  ＝ １３６３５２．６１－６８１７７．０９ 

  ＝ ６８１７５．５２Ｎ㎝ 

 

ＲＡ ＝ 
(ｌ

２
ａ

２
)

２ｌ
 

＝ 
１５．９５（１９３．２

２
ー４０

２
）

２・１９３．２
  

        ＝ 
１５．９５・３５７２６．２４

２・１９３．２
＝１４７４．７２Ｎ 

Ｘo ＝  
ｌ

２
ａ

２

２ｌ
＝

１９３．２
２

ー４０
２

２・１９３．２
  

＝９２．４６㎝ 
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５．５ 堅枠の応力 

σmax＝
Z

maxM
 

      ＝
６８１７５．５２

５．０２＋２．４９
 

＝
６８１７５．５２

７．５１
 

＝９０７７．９６Ｎ／㎝
2
＜ １０８００Ｎ／㎝

2
（Ａｌの許容応力）  ОＫ 

 

５．６ 斜材受取付リベット 

      全ての接点リベットは、積雪による剪断荷重は受けない。 

ⅰ）姿図 

    

 

ⅱ）積雪荷重モデル 

全面積 

Ａ＝４．１３㎝
2  

 

Ａ１＝１．７１×（０．４＋０．９６６）  

   ＝２．４２㎝
2  

 

 

 

Ａ点にかかる荷重ＰＡは 

         ＰＡ＝Ｐ２・
Ａ１

Ａ
 

          ＝７４４０・
２．４２

４．１３
 

          ＝４３５９．５２Ｎ 
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５．７ 接点 

 

  

ⅰ） グラビティピン強度 

   １３φのグラビティピンの剪断耐力（ＰＧ）は 

     ＰＧ＝１８０１１．７６Ｎ＞４３５９．５８Ｎ      ＯＫ 

 

ⅱ） 金具強度 

   金具の剪断耐力（ＰＧＺ）は 

     ＰＧＺ＝５０６１６．１Ｎ＞４３５９．５８Ｎ      ＯＫ 

 

 

５．８ 斜材のＡｌ材 

ⅰ） Ａｌ材の形状 
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ⅱ）各部材の発生応力 

 上部Ａｌ材の応力（σＡ）は 

        σＡ＝
Aa

Pa
＝

４３５９．５２

２．４８
 

＝１７５７．８７Ｎ／㎝
2
＜ １０８００Ｎ／㎝

2
（Ａｌの許容圧縮応力） ＯＫ 

下部Ａｌ材の応力（σＢ）は  

σＢ＝
AB

PB
＝

４３５９．５２

３．０４
 

＝１４３４．０５Ｎ／㎝
2
＜ １０８００Ｎ／㎝

2
（Ａｌの許容圧縮応力） ＯＫ 

 

 

５．９ 上部クランプ部 

   

   取付金具はグラビティピン１３φと上記断面金具での取付となる。 

ⅰ）荷重モデル 

  全面積 

   Ａ＝４．１３ｍ
2  

Ａ２＝１．７７１×０．９６６ 

    ＝１．７１㎝
2
 

 

 

 

  

     Ｂ点にかかる荷重（ＰＢ）は 

         ＰＢ＝Ｐ２×
Ａ２

Ａ
＝７４４０×

１．７１

４．１３
 

          ＝３０８０．４８Ｎ 

ⅱ）グラビティピン強度（ＰＧ）は 

     ＰＧ＝１８０１１．７６Ｎ＞３０８０．４８Ｎ      ＯＫ 
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ⅲ）金具の剪断耐力 

 剪断面積（ＡＢ）は 

ＡＢ＝３．８×１．４１×０．６＝１．９９㎝
2
          

     金具の剪断耐力（ＰＧＺ）は 

ＰＧＺ＝１３５７０×１．９９＝２７００４．３Ｎ＞３０８０．４８Ｎ  ＯＫ 

 

ⅳ）溶接部強度 

     溶接部は４９．４にて 

          Ａ＝２．８１６㎝
2
 

     溶接部の剪断耐力（Ｐ）は 

          Ｐ＝２８２１３．１２Ｎ＞３０８０．４８Ｎ    ＯＫ 

 

以上 


